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(57)【要約】
【課題】　記録材料や画像記録条件が異なる場合におい
ても、適正な光量でインクを硬化させることにより、適
正に画像記録を実行することが可能なインクジェット画
像記録装置を提供すること。
【解決手段】　光量制御部２８は、記録材料の要素と画
像記録条件の要素に基づいて、ＵＶランプ２１、２２、
２３、２４の光量を制御する。すなわち、ＵＶランプ２
１、２２、２３、２４の光量は、記録材料自体の素材と
、記録材料の厚みと、画像記録時に記録材料に吐出され
るインクのインク量と、画像記録時における記録ヘッド
の主走査方向の移動速度と、画像記録時に記録ヘッドが
一方向に移動時にのみ画像を記録する片方印刷モードか
両方向に移動時に画像を記録する両方印刷モードかとい
う要素により決定される。
【選択図】　　　　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録材料と記録ヘッドとを主走査方向および副走査方向に相対的に移動させることによ
り、記録材料に対して光硬化型インクにより画像を記録するインクジェット画像記録装置
において、
　前記記録ヘッドは、光硬化型インクを吐出するインクジェットヘッドと、前記インクジ
ェットヘッドから記録材料に吐出された光硬化型インクに光を照射する光照射手段とを備
えるとともに、
　前記光照射手段の光量を、
　記録材料の素材および厚みからなる記録材料の要素と、
　記録材料に吐出されるインクのインク量および画像記録時における記録ヘッドの主走査
方向の移動速度からなる画像記録条件の要素と、
　に基づいて制御する光量制御部を備えたことを特徴とするインクジェット画像記録装置
。
【請求項２】
　記録材料と記録ヘッドとを主走査方向および副走査方向に相対的に移動させることによ
り、記録材料に対して光硬化型インクにより画像を記録するインクジェット画像記録装置
において、
　前記記録ヘッドは、光硬化型インクを吐出するインクジェットヘッドと、前記インクジ
ェットヘッドから記録材料に吐出された光硬化型インクに光を照射する光照射手段とを備
えるとともに、
　前記光照射手段の光量を、
　記録材料の素材および厚みからなる記録材料の要素と、
　記録材料に吐出されるインクのインク量、画像記録時における記録ヘッドの主走査方向
の移動速度、および、画像記録時に記録ヘッドが一方向に移動時にのみ画像を記録する片
方印刷モードか両方向に移動時に画像を記録する両方印刷モードかの三種の要素のうちの
いずれかの画像記録条件の要素と、
　に基づいて制御する光量制御部を備えたことを特徴とするインクジェット画像記録装置
。
【請求項３】
　記録材料と記録ヘッドとを主走査方向および副走査方向に相対的に移動させることによ
り、記録材料に対して光硬化型インクにより画像を記録するインクジェット画像記録装置
において、
　前記記録ヘッドは、光硬化型インクを吐出するインクジェットヘッドと、前記インクジ
ェットヘッドから記録材料に吐出された光硬化型インクに光を照射する光照射手段とを備
えるとともに、
　前記光照射手段の光量を、
　記録材料の素材、
　記録材料の厚み、
　記録材料に吐出されるインクのインク量、
　画像記録時における記録ヘッドの主走査方向の移動速度、
　画像記録時に記録ヘッドが一方向に移動時にのみ画像を記録する片方印刷モードか両方
向に移動時に画像を記録する両方印刷モードか、
　の五種の要素のうちの複数の要素に基づいて制御する光量制御部を備えたことを特徴と
するインクジェット画像記録装置。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のインクジェット画像記録装置において、
　記録材料を記録材料搬送機構により副走査方向に移動させるとともに、記録ヘッドを記
録ヘッド移動機構により副走査方向と直交する主走査方向に移動させるインクジェット画
像記録装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、記録材料と記録ヘッドとを主走査方向および副走査方向に相対的に移動さ
せることにより、記録材料に対して光硬化型インクにより画像を記録するインクジェット
画像記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このようなインクジェット画像記録装置においては、記録ヘッドには、ＵＶインク等の
光硬化型インクを吐出するインクジェットヘッドと、このインクジェットヘッドから記録
材料に吐出された光硬化型インクに光を照射するＵＶランプ等の光照射手段とが配設され
ている。そして、光照射手段の光量を、例えば低、中、高の三段階に切り換えられるよう
に構成された画像記録装置も提案されている。
【０００３】
　また、光照射手段から出射される光に対して光量値を測定し、その光量値が一定となる
ように光量制御を実行するインクジェット画像記録装置も提案されている（特許文献１参
照）。
【特許文献１】特開２００４－１９５９６６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　記録材料の素材や厚みといった記録材料の要素や、記録材料に吐出されるインクのイン
ク量および画像記録時における記録ヘッドの主走査方向の移動速度といった画像記録条件
の要素によっては、印刷物を適正に仕上げるための光量が異なることが見いだされた。し
かしながら、このような要素に基づいて、オペレータが光量を適正に制御することは困難
である。
【０００５】
　この発明は上記課題を解決するためになされたものであり、記録材料や画像記録条件が
異なる場合においても、適正な光量でインクを硬化させることにより、適正に画像記録を
実行することが可能なインクジェット画像記録装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、記録材料と記録ヘッドとを主走査方向および副走査方向に相
対的に移動させることにより、記録材料に対して光硬化型インクにより画像を記録するイ
ンクジェット画像記録装置において、前記記録ヘッドは、光硬化型インクを吐出するイン
クジェットヘッドと、前記インクジェットヘッドから記録材料に吐出された光硬化型イン
クに光を照射する光照射手段とを備えるとともに、前記光照射手段の光量を、記録材料の
素材および厚みからなる記録材料の要素と、記録材料に吐出されるインクのインク量およ
び画像記録時における記録ヘッドの主走査方向の移動速度からなる画像記録条件の要素と
、に基づいて制御する光量制御部を備えたことを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、記録材料と記録ヘッドとを主走査方向および副走査方向に相
対的に移動させることにより、記録材料に対して光硬化型インクにより画像を記録するイ
ンクジェット画像記録装置において、前記記録ヘッドは、光硬化型インクを吐出するイン
クジェットヘッドと、前記インクジェットヘッドから記録材料に吐出された光硬化型イン
クに光を照射する光照射手段とを備えるとともに、前記光照射手段の光量を、記録材料の
素材および厚みからなる記録材料の要素と、記録材料に吐出されるインクのインク量、画
像記録時における記録ヘッドの主走査方向の移動速度、および、画像記録時に記録ヘッド
が一方向に移動時にのみ画像を記録する片方印刷モードか両方向に移動時に画像を記録す
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る両方印刷モードかの三種の要素のうちのいずれかの画像記録条件の要素と、に基づいて
制御する光量制御部を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、記録材料と記録ヘッドとを主走査方向および副走査方向に相
対的に移動させることにより、記録材料に対して光硬化型インクにより画像を記録するイ
ンクジェット画像記録装置において、前記記録ヘッドは、光硬化型インクを吐出するイン
クジェットヘッドと、前記インクジェットヘッドから記録材料に吐出された光硬化型イン
クに光を照射する光照射手段とを備えるとともに、前記光照射手段の光量を、記録材料の
素材、記録材料の厚み、記録材料に吐出されるインクのインク量、画像記録時における記
録ヘッドの主走査方向の移動速度、画像記録時に記録ヘッドが一方向に移動時にのみ画像
を記録する片方印刷モードか両方向に移動時に画像を記録する両方印刷モードか、の五種
の要素のうちの複数の要素に基づいて制御する光量制御部を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の発明において、記
録材料を記録材料搬送機構により副走査方向に移動させるとともに、記録ヘッドを記録ヘ
ッド移動機構により副走査方向と直交する主走査方向に移動させる。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１乃至請求項４に記載の発明によれば、記録材料や画像記録条件が異なる場合に
おいても、適正な光量でインクを硬化させることにより、適正に画像記録を実行すること
が可能となる。
【００１１】
　特に、請求項１および請求項２に記載の発明によれば、記録材料の要素と画像記録条件
の要素に基づいて、適正な光量でインクを硬化させることにより、適正に画像記録を実行
することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、この発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１はこの発明に係るインク
ジェット画像記録装置の正面概要図であり、図２はその斜視図である。
【００１３】
　このインクジェット画像記録装置は、長尺あるいは板状の記録材料を、図１および図２
において符号ＡまたはＢで示す副走査方向に移動させるとともに、記録ヘッド１０を、記
録ヘッド移動機構３０により図２において符号Ｃで示す副走査方向と直交する主走査方向
に移動させることにより、記録材料に画像を記録するものである。なお、図１および図２
においては、長尺・ロール状の記録材料Ｓに対して画像を記録する状態を示している。
【００１４】
　図１を参照して、一対のローラ５３、５４には多孔性の無端ベルト５１が巻きかけられ
ている。無端ベルト５１は上走行部と下走行部とが形成される。上走行部の記録材料Ｓに
接する面は図示しない吸引機構により記録材料Ｓを吸着保持することができる。また一対
のローラ５３、５４の少なくとも一方には正逆方向に回転可能なモータが連結されている
ので、無端ベルト５１の上走行部を矢印Ａ方向および矢印Ｂ方向のいずれにも移動させる
ことができる。記録材料Ｓは、モータ６５の駆動により回転する第１ローラ６１から巻き
出され、テンション調整機構６３を介して、多孔性の無端ベルト５１の上走行部に吸着保
持されながら移動する。そして、この記録材料Ｓは、テンション調整機構６４を介して、
モータ６６の駆動により回転する第２ローラ６２に巻き取られる。この場合には、記録材
料Ｓは、図１および図２に示す矢印Ａ方向に移動する。
【００１５】
　一方、第１ローラ６１および第２ローラ６２が逆方向に回転した場合には、記録材料Ｓ
は、第２ローラ６２から巻き出され、テンション調整機構６４を介して、多孔性の無端ベ
ルト５１に吸着保持されながら移動する。そして、この記録材料Ｓは、テンション調整機
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構６３を介して、第１ローラ６１に巻き取られる。この場合には、記録材料Ｓは、図１お
よび図２に示す矢印Ｂ方向に移動する。
【００１６】
　なお、このインクジェット画像記録装置においては、軟質長尺の記録材料Ｓのかわりに
、硬質板状の記録材料に記録を行うことも可能である。この場合には、図２に示す補助テ
ーブル５２が、硬質板状の記録材料を無端ベルト５１に吸着保持する際に利用される。補
助テーブル５２は、その上面高さが無端ベルト５１の上走行部と同一平面に位置するよう
に調整されている。また、前述のように一対のローラ５３、５４の少なくとも一方には正
逆方向に回転可能なモータが連結されているので、このモータの駆動力を利用して、無端
ベルト５１に吸着保持された硬質板状の記録材料を副走査方向に移動させることができる
。
【００１７】
　図２に示すように、このインクジェット画像記録装置は、タッチパネル方式の入出力部
２５を備える。このインクジェット画像記録装置による画像記録時に必要なデータは、こ
の入出力部２５を介して入力され、表示される。
【００１８】
　また、このインクジェット画像記録装置は、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラック、
ライトシアン、ライトマゼンタおよびホワイトインクを利用して多色印刷を行うものであ
る。このインクジェット画像記録装置は、図２に示すように、イエロー用インクタンク４
４、マゼンタ用インクタンク４３、シアン用インクタンク４２、ブラック用インクタンク
４１、ライトシアン用インクタンク４６、ライトマゼンタ用インクタンク４５およびホワ
イト用インクタンク４７と洗浄液タンク４８とを備える。
【００１９】
　図３は記録ヘッド１０の斜視図であり、図４はその平面図である。また、図５は、各イ
ンクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７の配置を模式的に示す説
明図である。
【００２０】
　この記録ヘッド１０は、ライトマゼンタインク用インクジェットヘッド１１と、イエロ
ーインク用インクジェットヘッド１２と、シアンインク用インクジェットヘッド１３と、
ブラックインク用インクジェットヘッド１４と、マゼンタインク用インクジェットヘッド
１５と、ライトシアン用インクジェットヘッド１６と、ホワイトインク用インクジェット
ヘッド１７を備える。
【００２１】
　これらのライトマゼンタインク用インクジェットヘッド１１、イエローインク用インク
ジェットヘッド１２、シアンインク用インクジェットヘッド１３、ブラックインク用イン
クジェットヘッド１４、マゼンタインク用インクジェットヘッド１５およびライトシアン
用インクジェットヘッド１６は、主走査方向（図５に示す矢印Ｃ方向）に列設されている
。一方、ホワイトインク用インクジェットヘッド１７は、副走査方向（図５に示す矢印Ａ
またはＢ方向）に対して前記各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１
６と異なる、各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１６の前後の一方
の位置に配置されている。すなわち、各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、
１５、１６とホワイトインク用インクジェットヘッド１７とは、副走査方向に対して、互
いに異なる位置に配置されている。
【００２２】
　なお、図３および図４に示すように、各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４
、１５、１６の両側の位置（副走査方向に対して各インクジェットヘッド１１、１２、１
３、１４、１５、１６と同一位置）には、各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１
４、１５、１６から吐出されたカラーインクを乾燥させるための一対のＵＶランプ２１、
２２が配設されている。また、ホワイトインク用インクジェットヘッド１７の両側の位置
（副走査方向に対してホワイトインク用インクジェットヘッド１７と同一位置）には、ホ
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ワイトインク用インクジェットヘッド１７から吐出されたホワイトインクを乾燥させるた
めの一対のＵＶランプ２３、２４が配設されている。
【００２３】
　これらのＵＶランプ２１、２２、２３、２４のうち、ＵＶランプ２１、２３は、後述す
る、最初にホワイトインクで印刷を行い次にカラーインクで印刷を行う先白工程により画
像を記録するときに使用される。また、ＵＶランプ２２、２４は、後述する最初にカラー
インクで印刷を行い次にホワイトインクで印刷を行う後白工程により画像を記録するとき
に使用される。
【００２４】
　図６は、この発明に係るインクジェット画像記録装置の主要な電気的構成を示すブロッ
ク図である。
【００２５】
　このインクジェット画像記録装置は、装置全体を制御する制御部２６と、そこに入力さ
れた印刷ジョブの情報に基づいて印刷データを生成する印刷データ生成部２７と、この発
明に係る光量制御部２８とを備える。制御部２６は、上述したタッチパネル方式の入出力
部２５と接続されている。また、印刷データ生成部２７は、上述した各インクジェットヘ
ッド１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７と接続されている。さらに、光量制御部
２８は、上述したＵＶランプ２１、２２、２３、２４と接続されている。
【００２６】
　印刷データ生成部２７および光量制御部２８には、入出力部２５から入力された記録材
料Ｓの要素に係るデータと、画像記録条件の要素に係るデータとが、制御部２６を介して
転送される。ここで、記録材料Ｓの要素とは、記録材料Ｓ自体の素材と、記録材料Ｓの厚
みである。また、画像記録条件の要素とは、画像記録時に記録材料Ｓに吐出されるインク
のインク量、画像記録時における記録ヘッド１０の主走査方向の移動速度、および、画像
記録時に記録ヘッド１０が一方向に移動時にのみ画像を記録する片方印刷モードか両方向
に移動時に画像を記録する両方印刷モードかという要素である。これらについては、後程
詳細に説明する。
【００２７】
　次に、以上のような構成を有するインクジェット画像記録装置において、画像の記録を
実行する場合の動作について説明する。図７は、画像の記録動作を説明するための説明図
である。なお、図７においては、硬質板状の記録材料Ｓを使用した場合を示している。
【００２８】
　なお、このインクジェット画像記録装置においては、最初にホワイトインクで印刷を行
い次にカラーインクで印刷を行う先白工程と、最初にカラーインクで印刷を行い次にホワ
イトインクで印刷を行う後白工程とが実行可能となっている。
【００２９】
　このインクジェット画像記録装置により、最初にホワイトインクで印刷を行い次にカラ
ーインクで印刷を行う先白工程により画像を記録するときには、記録ヘッド１０を主走査
方向に移動させながら、各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１６、
１７から画像信号に応じてインクを吐出させる。そして、記録ヘッド１０が副走査方向の
ストロークの端部まで移動したら、記録材料Ｓを第１ローラ６１から巻き出すとともに、
多孔性の無端ベルト５１に吸着保持されながら移動させた後、第２ローラ６２に巻き取る
ことによって、この記録材料Ｓを図１、図２、図５および図７に示す矢印Ａ方向（第１方
向）に、記録ヘッド１０の１走査に相当する距離だけ移動させる。また、これと並行して
、記録ヘッド１０を画像の記録時とは逆方向に移動させ、主走査方向の逆側のストローク
端部まで復帰させる。
【００３０】
　このような動作を繰り返すことにより、記録材料Ｓには、ホワイトインク用インクジェ
ットヘッド１７による画像の記録と、複数のカラーインク用インクジェットヘッド１１、
１２、１３、１４、１５、１６による画像の記録とが実行される。このとき、記録材料Ｓ
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は、副走査方向に対してホワイトインク用インクジェットヘッド１７が複数のカラーイン
ク用インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１６より上流側となる第１方
向に搬送されることから、最初にホワイトインクで印刷を行い次にカラーインクで印刷を
行う先白工程による印刷が行われることになる。
【００３１】
　そして、ホワイトインク用インクジェットヘッド１７およびカラーインク用インクジェ
ットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１６から吐出されたインクは、ＵＶランプ２
１、２３を利用して硬化される。このときのＵＶランプ２１、２３の光量は、後述するよ
うに、記録材料Ｓの要素に係るデータと画像記録条件の要素に係るデータとに基づいて光
量制御部２８により制御される。
【００３２】
　一方、このインクジェット画像記録装置により、最初にカラーインクで印刷を行い次に
ホワイトインクで印刷を行う後白工程により画像を記録するときにも、記録ヘッド１０を
主走査方向に移動させながら、各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、
１６、１７から画像信号に応じてインクを吐出させる。そして、記録ヘッド１０が主走査
方向のストロークの端部まで移動したら、記録材料Ｓを第２ローラ６２から巻き出すとと
もに、多孔性の無端ベルト５１に吸着保持されながら移動させた後、第１ローラ６１に巻
き取ることによって、この記録材料Ｓを図１、図２、図５および図７に示す矢印Ｂ方向（
第２方向）に、記録ヘッド１０の１走査に相当する距離だけ移動させる。また、これと並
行して、記録ヘッド１０を画像の記録時とは逆方向に移動させ、主走査方向の逆側のスト
ローク端部まで復帰させる。
【００３３】
　このような動作を繰り返すことにより、記録材料Ｓには、ホワイトインク用インクジェ
ットヘッド１７による画像の記録と、複数のカラーインク用インクジェットヘッド１１、
１２、１３、１４、１５、１６による画像の記録とが実行される。このとき、記録材料Ｓ
は、副走査方向に対して複数のカラーインク用インクジェットヘッド１１、１２、１３、
１４、１５、１６が、ホワイトインク用インクジェットヘッド１７より上流側となる第２
方向に搬送されることから、最初にカラーインクで印刷を行い次にホワイトインクで印刷
を行う後白工程による印刷が行われることになる。
【００３４】
　そして、カラーインク用インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１６お
よびホワイトインク用インクジェットヘッド１７から吐出されたインクは、ＵＶランプ２
２、２４を利用して硬化される。このときのＵＶランプ２２、２４の光量は、後述するよ
うに、記録材料Ｓの要素に係るデータと画像記録条件の要素に係るデータとに基づいて光
量制御部２８により制御される。
【００３５】
　なお、上述した実施形態においては、記録ヘッド１０がその一端から他端まで一方向に
移動するときにのみ画像の記録を行い、記録ヘッド１０が逆方向に移動するときには画像
の記録は行っていないが、記録ヘッド１０が往復移動するときに画像の記録を行うように
してもよい。
【００３６】
　次に、ＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量を制御する光量制御部２８の制御動作
について説明する。
【００３７】
　この光量制御部２８は、上述したように、記録材料Ｓの要素と画像記録条件の要素に基
づいて、ＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量を制御する。ここで、記録材料Ｓの要
素とは、記録材料Ｓ自体の素材と、記録材料Ｓの厚みである。また、画像記録条件の要素
とは、画像記録時に記録材料Ｓに吐出されるインクのインク量、画像記録時における記録
ヘッド１０の主走査方向の移動速度、および、画像記録時に記録ヘッド１０が一方向に移
動時にのみ画像を記録する片方印刷モードか両方向に移動時に画像を記録する両方印刷モ
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【００３８】
　まず、記録材料Ｓの要素のうちの素材について説明する。表１は、記録材料Ｓの素材と
必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量との関係を示す表である。
【００３９】
【表１】

【００４０】
　記録材料Ｓの素材によっては、硬化前のＵＶインクが内部に吸収されやすい材質と、吸
収されにくい材質のものがあり、その素材毎に硬化に要する光エネルギーが異なるために
、必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量も異なることになる。表１に示
すように、板材Ａについては、必要な光量がＵＶランプ２１、２２、２３、２４のうち使
用されるものの最大光量の７０％の光量が必要となる。このため、最大光量の６０％を基
本光量とした場合、光量の補正値は＋１０％となる。その他の板材Ｂ、ロール紙Ｃ、ロー
ル紙Ｄ、ロール紙Ｅについては、その素材に応じた光量の補正値が、各々、－１０％、＋
２０％、－２０％、０％となっている。これらの光量補正値は、予め、光量制御部２８に
テーブルの形で記憶されている。
【００４１】
　次に、記録材料Ｓの要素のうちの厚みについて説明する。表２は、記録材料Ｓの厚みと
必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量との関係を示す表である。
【００４２】
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【表２】

【００４３】
　一般的に、記録材料Ｓの厚みが薄い場合には、多量の光エネルギーを受けた場合にそり
が発生する。このため、記録材料Ｓの厚みによって、適切な硬化処理を行うために必要と
されるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量も異なることになる。このため、表２に
示すように、記録材料Ｓの厚みが厚いほど、光量補正値はＵＶランプ２１、２２、２３、
２４の光量を大きくするものとなっている。これらの光量補正値も、予め、光量制御部２
８にテーブルの形で記憶されている。
【００４４】
　次に、画像記録条件の要素のうちのインク量について説明する。表３は、画像記録時に
記録材料Ｓに吐出されるインク量と必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光
量との関係を示す表である。
【００４５】

【表３】

【００４６】
　一般的に、画像記録時に記録材料Ｓに吐出されるインク量が多ければ多いほど、インク
の硬化に要する光エネルギーが大きくなり、必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、
２４の光量も大きいことが要求される。すなわち、同じ色のインクの場合には、濃度が大
きければ大きいほど、必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量も大きいこ
とになる。このため、表３に示すように、記録材料Ｓに吐出されるインク量が小さい場合
には、その光量補正値は光量を減らす方向となり、記録材料Ｓに吐出されるインク量が大
きい場合には、その光量補正値は光量を増やす方向となっている。これらの光量補正値も
、予め、光量制御部２８にテーブルの形で記憶されている。
【００４７】
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　次に、画像記録条件の要素のうちの印刷速度について説明する。表４は、画像記録時に
おける印刷速度と必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量との関係を示す
表である。
【００４８】
【表４】

【００４９】
　一般的に、画像記録時の解像度（ｄｐｉ）が大きい場合には、画像記録速度、すなわち
印刷速度は小さくなり、解像度（ｄｐｉ）が小さい場合には、印刷速度は大きくなる。そ
して、印刷速度が大きいほど、インクの硬化に要する単位時間あたりの光エネルギーが大
きくなり、必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量も大きいことが要求さ
れる。すなわち、解像度が小さく、印刷速度が大きいほど、必要とされるＵＶランプ２１
、２２、２３、２４の光量も大きいことになる。このため、表４に示すように、印刷速度
が小さい場合には、その光量補正値は光量を減らす方向となり、印刷速度が大きい場合に
は、その光量補正値は光量を増やす方向となっている。これらの光量補正値も、予め、光
量制御部２８にテーブルの形で記憶されている。
【００５０】
　次に、画像記録条件の要素のうちの印刷モードについて説明する。表５は、画像記録時
における印刷モードと必要とされるＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量との関係を
示す表である。
【００５１】
【表５】

【００５２】
　画像記録時に記録ヘッドが一方向に移動時にのみ画像を記録する片方印刷モード、すな
わち、上述した実施形態で説明したように、記録ヘッド１０がその一端から他端まで一方
向に移動するときにのみ画像の記録を行い、記録ヘッド１０が逆方向に移動するときには
画像の記録は行わない印刷モードで画像の記録を行う場合には、ＵＶランプ２１、２２、
２３、２４のうち、カラーインク用インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５
、１６およびホワイトインク用インクジェットヘッド１７よりも移動方向の後ろ側に位置
するＵＶランプのみを点灯させて画像の記録をおこなう。
【００５３】
　これに対して、画像記録時に記録ヘッドが両方向に移動時に画像を記録する両方印刷モ
ード、すなわち、記録ヘッド１０が往復移動するときに画像の記録を行う印刷モードで画
像の記録を行う場合には、全てのＵＶランプ２１、２２、２３、２４を点灯させて画像の
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記録を行う。このため、両方向印刷モードの場合には、片方向印刷モードの場合に比べて
、必要とされる各々のＵＶランプ２１、２２、２３、２４の光量は小さくてよいことにな
る。このため、表５に示すように、両方向印刷モードの場合には、その光量補正値は光量
を減らす方向となる。これらの光量補正値も、予め、光量制御部２８にテーブルの形で記
憶されている。
【００５４】
　このようなインクジェット画像記録装置で画像の記録を行うときには、最初に、印刷ジ
ョブの基本情報を入力する。この基本情報は、上述した記録材料Ｓの素材、記録材料Ｓの
厚み、記録材料Ｓに吐出されるインクのインク量、画像記録時における解像度および両面
／片面印刷モードを含む情報である。この情報は、例えば、図２および図６に示す入出力
部２５を利用して入力される。光量制御部２８は、入力された情報を利用して、光量補正
値を演算する。すなわち、入力された情報に基づいて、予めテーブルとして記憶された光
量補正値を呼び出し、それを総合して最終的な光量補正値を演算する。
【００５５】
　そして、印刷データ生成部で生成された印刷データに基づいて記録ヘッド１０における
各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７がインクを吐出する
とともに、ＵＶランプ２１、２２、２３、２４が演算された光量補正値による補正後の光
量で点灯して、インクを硬化させる。
【００５６】
　なお、上述した実施形態においては、記録材料Ｓを記録材料搬送機構により副走査方向
に移動させるとともに、記録ヘッド１０を記録ヘッド移動機構３０によりを副走査方向と
直交する主走査方向に移動させるインクジェット画像記録装置にこの発明を適用したが、
この発明は、記録材料Ｓと記録ヘッド１０とを主走査方向および副走査方向にその他の方
式で移動させる画像記録装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】この発明に係るインクジェット画像記録装置の正面概要図である。
【図２】この発明に係るインクジェット画像記録装置の斜視図である。
【図３】記録ヘッド１０の斜視図である。
【図４】記録ヘッド１０の平面図である。
【図５】各インクジェットヘッド１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７の配置を模
式的に示す説明図である。
【図６】この発明に係るインクジェット画像記録装置の主要な電気的構成を示すブロック
図である。
【図７】画像の記録動作を説明するための説明図である。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　　記録ヘッド
　１１　　インクジェットヘッド
　１２　　インクジェットヘッド
　１３　　インクジェットヘッド
　１４　　インクジェットヘッド
　１５　　インクジェットヘッド
　１６　　インクジェットヘッド
　１７　　インクジェットヘッド
　２１　　ＵＶランプ
　２２　　ＵＶランプ
　２３　　ＵＶランプ
　２４　　ＵＶランプ
　２５　　入出力部



(12) JP 2010-125674 A 2010.6.10

　２６　　制御部
  ２７　　印刷データ生成部
　２８　　光量制御部
  ３０　　記録ヘッド移動機構
　５１　　無端ベルト
　６１　　第１ローラ
　６２　　第２ローラ
　Ｓ　　　記録材料
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【図１】
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